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一
、
は
じ
め
に �

　
「
近
江
の
絵
馬
」
現
況
調
査
は
予
定
の
三
年
間
に
加
え
、
二
〇
一
六
年

も
追
加
調
査
を
行
い
四
年
に
わ
た
る
調
査
と
な
っ
た
。
四
年
目
の
調
査
は
、

諸
般
の
事
情
で
調
査
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
社
寺
を
対
象
に
し
た
。
三

年
間
で
県
内
全
域
を
網
羅
し
大
ま
か
に
調
査
し
た
が
、
ま
だ
県
内
す
べ
て

の
絵
馬
の
調
査
が
行
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
今
後
、
調
査
の
全
容
を
ま
と

め
る
な
か
で
、
社
寺
の
縁
起
を
改
め
て
確
認
す
る
と
と
も
に
未
調
査
の
絵

馬
を
探
し
補
完
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

地
域
性
を
含
め
た
取
り
ま
と
め
は
せ
ず
に
、
調
査
し
た
社
寺
ご
と
の
絵
馬

の
特
徴
や
特
筆
す
べ
き
画
題
・
内
容
を
主
に
取
り
上
げ
た
。

二
、
調
査
社
寺
と
絵
馬
の
現
状 �

　

前
回
の
紀
要
第
５
号
で
調
査
報
告
２
の
掲
載
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
二

カ
所
の
報
告
と
合
わ
せ
て
、
追
加
調
査
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

••••••••••••••••••••••••••••••
Name�:
YOSHIMURA　Toshiaki

Title�:
Status�Survey�of�Omi’s�Emas:�Part�Three

Summary�:�
This�survey�report� is�a�report�on�the�contents�of� the�survey�
that�could�not�be�presented�in�Bulletin�No.�5�and�the�contents�
of�a�survey�of�previously�unexamined�Ema�that�were�added�
in�2016.�Although�we�originally� intended�to� include�the�entire�
area�survey�within�Shiga�Prefecture,�the�investigation�has�not�
yet�been�completed.�We�plan�to�summarize�all�the�survey�con-
tents�in�the�future,�including�data�not�yet�reported.�As�for�the�
report� in�this�bulletin�No.�6,�we�will�not�compare�and�discuss�
the�emotionality�of�the�Ema,�but�will�describe�the�features�and�
subject�of�each�Ema.

••••••••••••••••••••••••••••••
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野
洲
市
三
上　

御
神
神
社
（
み
か
み
じ
ん
じ
ゃ
）
二
〇
一
六
年
三
月
調
査

　

祭
神
は
鍛
冶
・
農
耕
の
天
之
御
影
神
。
式
内
社
。
神
社
本
庁
の
別
表
社
。

三
上
山
を
神
体
山
と
し
、
養
老
二
年
（
七
一
八
年
）
勅
命
で
社
殿
造
営
し

て
遷
祀
さ
れ
た
と
由
緒
が
あ
る
。
十
月
に
執
り
行
わ
れ
る
国
の
重
要
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
秋
季
古
例
祭
「
ず
い
き
祭
」
は
広
く
知

ら
れ
、
文
化
財
も
多
く
、
鎌
倉
時
代
の
国
宝
本
殿
（
写
真
１
）、
国
指
定

重
要
文
化
財
の
拝
殿
、
楼
門
、
若
宮
社
な
ど
を
有
す
る
。
神
体
山
の
三
上

山
は
「
近
江
富
士
」
と
し
て
有
名
で
、
山
麓
か
ら
は
日
本
最
大
の
銅
鐸
を

含
む
二
四
個
の
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
三
上
山
と
い
え
ば
古
く
か
ら

語
ら
れ
て
い
る
「
俵
藤
太
秀
郷
の
ム
カ
デ
退
治
」
伝
説
も
あ
る
。

　

絵
馬
は
唯
一
「
神
猿
図
」
が
残
さ
れ
て
い
て
銅
鐸
博
物
館
（
野
洲
市
歴

史
民
俗
博
物
館
、
野
洲
市
辻
町
）
に
受
託
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
こ

の
「
神
猿
図
」
を
野
洲
市
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
調
査
し
た
。

⃝

天
明
五
年
（
一
七
八
五
）「
神
猿
図
」（
写
真
２
・
３
）
縦
六
七
㎝
、
横

八
四
㎝
。
飾
り
金
具
の
あ
る
家
型
の
絵
馬
で
、
金
箔
地
に
神
猿
が
烏
帽
子
、

狩
衣
を
羽
織
り
御
幣
を
持
つ
姿
を
描
い
て
い
る
。
墨
書
は
良
く
残
っ
て
い

て
全
文
を
読
み
通
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

墨
書
「
天
明
五
乙
巳
年
九
月
」「
江
戸
四
谷
内
藤
宿
六
軒
町　

奉
納
願

主　

山
田
久
兵
衛　

今
堀
甚
八
」「
東
都
麹
坊
住　

花
信
齋
三
輪
掌
珠
藤

原
在
栄
圖
」

　

天
明
五
年
九
月
に
江
戸
在
住
の
二
人
の
願
主
に
よ
り
奉
納
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
絵
師
藤
原
在
栄
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

御
神
神
社
の
神
猿
は
、
神
使
い
の
猿
と
伝
え
ら
れ
る
。
山
王
信
仰
の
神

３．神猿図顔部分

１．御神神社国宝本殿

２．御神神社神猿図
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西
国
第
三
十
一
番
札
所
。
武
内
宿
禰
長
寿
霊
験
の
因
縁
と
聖
徳
太
子
に

よ
り
開
基
と
伝
わ
る
（
写
真
４
）。
長
命
寺
の
寺
宝
調
査
は
昭
和
五
三
年
、

近
江
八
幡
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
調
査
は
そ

の
報
告
書
を
参
照
し
て
い
る
。
重
要
文
化
財
の
本
堂
に
は
桃
山
時
代
初
期

の
「
長
命
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
と
、
絵
馬
「
近
江
八
景
図
」、
絵
馬
「
長
命

寺
境
内
図
」
の
二
点
が
あ
る
。
近
江
八
景
図
絵
馬
は
各
地
に
存
在
す
る
が
、

県
内
で
は
数
少
な
い
八
景
図
で
あ
る
。

⃝

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）「
近
江
八
景
図
」（
写
真
５
・
６
）
縦
一
四
六
㎝
、

横
一
七
七
㎝
。
背
面
に
釣
り
金
具
が
あ
り
懸
額
の
絵
馬
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
が
、
現
在
は
衝
立
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
板
横
三
枚
繋
ぎ
。

武
内
住
職
に
よ
れ
ば
寺
内
に
二
三
房
あ
り
、
房
の
途
絶
え
た
時
に
寺
宝
な

ど
が
長
命
寺
に
集
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
う
ち
の
一
坊
に
掛

け
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

墨
書
「
奉
掛
御
宝
前
」「
元
禄
六
歳
酉
正
月
吉
日
」「
江
戸
中
橋
近
江
屋

　

観
音
講
中　

敬
白
」「
長
浜
呉
服
町　

多
賀　

佐
々
木
氏　

川
辺
領　

新
川　

下
新
井　

源
之
丞　

和
吉　

藤
七　

藤
兵
衛　

経
之
助　

忠
次
」

　

画
面
上
か
ら
山
沿
い
に
「
比
良
暮
雪
」「
堅
田
落
雁
」「
唐
崎
夜
雨
」「
三

井
晩
鐘
」「
粟
津
晴
嵐
」「
石
山
秋
月
」「
瀬
田
夕
照
」、
画
面
下
方
左
か
ら

右
へ
瀬
田
の
唐
橋
を
超
え
て
守
山
側
に
「
矢
橋
帰
帆
」
が
描
か
れ
、
山
々

や
金
箔
雲
の
表
現
な
ど
に
元
禄
期
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い
る
。
ま
た
八
景

だ
け
で
な
く
人
々
の
往
来
や
舟
、
民
家
、
商
家
が
描
か
れ
風
俗
画
と
し
て

の
価
値
も
あ
る
と
い
え
る
。
唐
崎
神
社
後
方
に
は
日
吉
大
社
、
比
叡
山
が

描
か
れ
て
い
る
が
山
中
及
び
左
端
上
方
の
神
社
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

猿
で
有
名
な
大
津
市
坂
本
日
吉
大
社
に
は
長
澤
芦
雪
筆
「
猿
図
」
絵
馬
が

あ
り
、
自
然
な
姿
で
く
つ
ろ
ぐ
母
子
の
猿
が
描
か
れ
て
い
る
（
成
安
造
形

大
学
が
二
〇
一
五
年
度
に
復
元
模
写
を
行
っ
た
）〔
註
１
〕。
ま
た
、
絵
馬
で

は
な
い
が
「
日
吉
山
王
垂
迹
神
曼
荼
羅
」
に
神
猿
が
衣
冠
束
帯
の
神
と
し

て
威
厳
の
あ
る
た
た
ず
ま
い
で
描
か
れ
、
御
神
神
社
絵
馬
「
神
猿
図
」
と

は
趣
が
ま
る
で
違
う
。「
神
猿
図
」
と
よ
く
似
た
御
幣
を
持
つ
猿
図
が
、

日
野
町
村
井
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
馬
舎
に
懸
け
ら
れ
て
い
る
。
綿
向
神
社

の
猿
図
は
、
明
ら
か
に
馬
の
守
護
で
あ
る
「
厩う

ま
や
さ
る猿」
の
絵
馬
で
あ
る
。
状

態
は
悪
く
絵
の
出
来
い
か
ん
に
つ
い
て
は
判
断
し
に
く
い
が
、
飾
り
金
具

の
つ
い
た
額
装
が
さ
れ
装
束
は
つ
け
ず
御
幣
を
肩
に
担
い
で
い
る
。
御
神

神
社
の
猿
は
様
々
な
祭
礼
で
神
使
い
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

絵
馬
「
神
猿
図
」
が
表
現
の
類
似
性
か
ら
「
厩
猿
」
と
す
る
の
は
無
理
が

あ
る
と
い
え
る
が
、
御
幣
を
持
つ
猿
を
描
い
た
「
神
猿
図
」
は
厩
猿
を
除

い
て
他
に
類
を
見
な
い
表
現
で
あ
る
。「
日
本
霊
異
記
下
巻
第
二
十
四　

修
行
の
人
を
妨
ぐ
る
に
依
り
て
、猴
の
身
を
得
る
縁
」
に
御
神
神
社
の
「
社

神
と
し
て
白
猴
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
と
行
俊
勉
氏
（
野
洲
市
歴
史

民
俗
博
物
館
学
芸
員
）に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
た
だ
、白
猴
は
猴
と
な
っ

た
罪
報
を
語
り
自
ら
の
供
養
を
願
う
と
い
う
内
容
で
あ
り
、「
神
猿
図
」

の
猿
は
神
そ
の
も
の
を
描
い
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
白
猿
で
も
な

い
の
で
こ
の
説
話
と
の
関
係
は
見
つ
け
ら
れ
な
い
。

近
江
八
幡
市
長
命
寺
町　

姨
綺
耶
山
長
命
寺
（
い
き
や
さ
ん　

ち
ょ
う
め

い
じ
）
二
〇
一
六
年
三
月
調
査
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右
下
の
「
長
浜
呉
服
町
」
以
下
の
文
字
は
金
箔
雲
の
上
に
書
か
れ
て
い
る

が
、
上
か
ら
さ
ら
に
緑
色
の
雲
（
真
鍮
泥
の
変
色
か
）
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ

て
い
る
。
文
字
の
粗
さ
や
願
主
と
は
関
わ
り
な
い
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代

の
絵
馬
拝
見
の
落
書
き
で
あ
ろ
う
か
。

⃝

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）「
長
命
寺
境
内
図
」（
写
真
７
）
は
本
堂
内
陣

奥
に
あ
り
衝
立
仕
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
絵
馬
の
全
体
撮
影
と
採
寸
は
で

き
て
い
な
い
。
贅
を
尽
く
し
た
非
常
に
大
き
な
絵
馬
で
保
存
状
態
も
良
い
。

南
画
の
流
れ
の
力
量
の
あ
る
絵
で
あ
る
が
絵
師
の
松
石
貞
は
確
認
で
き
な

い
。

　

墨
書
「
奉
献
」「
萬
延
紀
元
歳
在
庚
申
秋
八
月
」「
宿
坊
實
光
院
」「
願

主　

村
井
多
士
衛
門　

上
田
長
兵
衛
村
井
多
平　

堀
七
左
衛
門　

神
山
久

兵
衛
」「
平
安　

松
石
貞
写
」

本
堂
下
の
庫
裡
に
は
三
点
の
絵
馬
が
存
在
す
る
。

⃝

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）「
黒
馬
図
」（
写
真
８
）
縦
八
二
㎝
、
横

一
一
二
㎝
。
金
箔
地
に
黒
馬
を
描
く
。
黒
の
額
装
。
江
戸
末
期
か
ら
明
治

に
か
け
て
活
躍
し
た
四
条
派
の
画
家
「
塩
川
文
麟
」
の
絵
馬
で
あ
る
。
杉

板
材
の
油
分
で
変
色
が
見
ら
れ
る
が
概
ね
状
態
は
良
い
。
さ
ほ
ど
大
き
く

な
い
絵
馬
で
あ
る
が
静
か
に
立
つ
黒
馬
は
威
厳
を
感
じ
る
。
復
月
は
十
一

月
の
別
名
。

　

墨
書
「
奉
献
為
祖
先
冥
福
」「
慶
應
新
元
歳
治
乙
丑
復
月
」「
平
安　

塩

文
麟　

印
」

⃝

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）「
武
内
宿
禰
図
」（
写
真
９
）
採
寸
せ
ず
。
神

功
皇
后
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ
が
寺
の
霊
験
伝
承
か
ら
か

６．瀬田の唐橋守山側に描かれた茶店 ４．長命寺山門から本堂を望む

５．長命寺近江八景図７．長命寺境内図部分
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武
内
宿
禰
の
み
描
か
れ
て
い
る
。
晩
夏
は
六
月
の
別
名
。

　

墨
書
「
奉
納　

寛
政
四
壬
子
晩
夏
」「
東
直
時
再
拝
」

⃝
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）「
宝
船
」（
写
真
10
）
採
寸
せ
ず
。
恵
比
須
、

大
黒
天
を
描
く
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
天
保
九
戌
四
月
八
日
」
剥
落
が
ひ
ど
く
教
育
委
員
会

報
告
書
に
倣
う
。

近
江
八
幡
市
多
賀
町　

円
満
寺
（
え
ん
ま
ん
じ
）

　

八
幡
山
日
牟
礼
八
幡
宮
の
東
、
臨
済
宗
永
源
寺
派
の
寺
院
。
南
北
朝
時

代
に
永
源
寺
の
開
祖
寂
室
元
光
が
開
基
し
た
と
伝
わ
る
。
本
堂
・
庫
裏
・

金
毘
羅
堂
・
観
音
堂
が
立
つ
。
金
比
羅
堂
、
観
音
堂
に
縁
の
あ
る
多
く
の

小
絵
馬
が
存
在
す
る
が
、現
在
は
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館（
栗
東
市
小
野
）

に
受
託
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
画
題
は
博
物
館
の
名
称
を
使
用
し
た
。

⃝

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）「
烏
天
狗
図
」（
写
真
11
）
縦
七
三
㎝
、
横

九
一
㎝
。
通
常
向
い
天
狗
と
し
て
二
面
描
く
烏
天
狗
面
だ
が
一
面
を
描
く
。

金
毘
羅
堂
が
境
内
に
あ
り
、
金
毘
羅
の
使
い
の
烏
天
狗
で
あ
ろ
う
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
大
橋
氏
」「
安
政
三
丙
辰
九
月
吉
日
」

⃝

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）「
白
馬
図
」（
写
真
12
）
縦
四
五
㎝
、
横
六
四

㎝
。
甲
賀
市
水
口
町
結
城
観
音
堂
に
表
現
の
似
た
小
絵
馬
が
あ
る
。
同
じ

絵
馬
師
か
絵
馬
師
集
団
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
寅
年
女
」　

裏
「
元
治
元
年
甲
子
四
月
吉
日
」「
福
濡

屋
米
吉
」

⃝

「
黒
馬
図
」（
写
真
13
）
縦
四
八
㎝
、
横
六
六
㎝
。
白
馬
図
に
同
じ
。

10．宝船恵比寿大黒天図 ８．塩川文麟筆馬図

９．武内宿禰図11．烏天狗図
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状
態
は
絵
の
具
の
浮
き
が
多
く
、
は
な
は
だ
悪
い
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
大
橋
氏
」

⃝

慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）（「
橋
弁
慶
牛
若
丸
図
」（
写
真
14
）
縦
五
三
㎝
、

横
九
六
㎝
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
京
都
仙
台
屋
鋪　

施
主
大
川
仙
太
郎
」「
慶
應
二
年
寅

九
月
吉
日　

新
調
」
額
部
分

「
春
山　

印
」
画
中
の
絵
師
名

⃝

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）「
合
戦
図
」（
写
真
15
）
縦
四
五
㎝
、
横
九
一

㎝
。
右
馬
上
の
武
士
が
金
砕
棒
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
三
好
三
人
衆
の
う
ち

岩
成
友
通
が
思
い
浮
か
ぶ
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
安
政
四
丁
巳
夏
」「
藤
原
氏　

戌
歳
男
」

⃝

「
男
拝
み
図
」（
写
真
16
）
縦
三
四
㎝
、
横
四
六
㎝
。
拝
み
絵
馬
は
祈

願
内
容
を
書
か
な
い
の
が
普
通
な
の
で
内
容
は
不
明
だ
が
、
画
中
、
提
灯

の
社
紋
が
法
輪
紋
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
太
郎
坊
阿
賀
神
社
（
東
近
江
市

小
脇
町
）
と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
三
ヵ
年
間
」「
志
し
年
男
」
額
部
分

⃝

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）「
女
拝
み
図
」（
写
真
17
）
縦
二
二
㎝
、
横

三
一
㎝
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
巳
年
女
」「
文
久
三
歳
極
月
十
一
日
」　

極
月
は
十
二

月
の
別
名
。

⃝

「
神
影
向
図
」（
写
真
18
）
縦
三
九
㎝
、
横
五
三
㎝
。
ご
神
影
は
分
か

ら
な
い
が
お
そ
ら
く
垂
迹
神
で
あ
ろ
う
。

　

墨
書
「
奉
納
」

14．橋弁慶牛若丸図
12．白馬図

13．黒馬図

15．合戦図
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⃝

「
梵
天
来
迎
図
」（
写
真
19
）
縦
四
〇
㎝
、横
五
九
㎝
。
梵
天
（
御
幣
）

が
金
属
製
で
五
色
の
雲
と
人
物
が
木
製
の
レ
リ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
。
金

毘
羅
信
仰
で
は
金
幣
が
象
徴
と
し
て
描
か
れ
御
幣
来
迎
が
各
地
に
見
ら
れ

る
。
こ
の
絵
馬
も
金
毘
羅
堂
に
関
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
浅
井
村　

深
尾
氏
」
額
部
分

⃝

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）「
賽
子
断
ち
図
」（
写
真
20
）
縦
三
〇
㎝
、
横

三
七
㎝
。
サ
イ
コ
ロ
を
斧
で
割
る
図
柄
。
断
ち
事
絵
馬
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
明
治
二
巳
年
三
月
吉
日
」「
二
六
歳
男
」

⃝

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）「
酒
断
ち
図
」（
写
真
21
）
縦
三
一
㎝
、
横

四
三
㎝
。
年
数
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
断
ち
事
絵
馬
で
あ
ろ
う
。
伊

勢
え
び
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
伊
勢
え
び
が
何
を
意

味
す
る
か
不
明
。

　

墨
書
「
奉
納
」「
天
保
九
年
戊
戌
五
月
吉
日
」「
奥
野
氏　

拾
ヶ
年
間

二
一
歳
男　

五
ヶ
年
間
二
二
歳
女
」

⃝

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）「
常
盤
御
前
図
」（
写
真
22
）
縦
九
二
㎝
、
横

五
一
㎝
。
断
ち
事
錠
も
の
絵
馬
。
額
縁
の
各
辺
に
錠
前
を
か
た
ど
っ
た
銅

版
が
打
ち
付
け
ら
れ
禁
酒
三
年
の
文
字
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。
常
盤
御

前
と
酒
は
関
係
が
な
い
。

墨
書
画
中「
奉
納
」「
願
主　

清
一
郎　

□
□　

伊
三
郎
」額「
嘉
永
七
年
」

「
寅
之
文
月
日
」「
三
年
禁
酒
」　

絵
師
名
が
書
か
れ
て
い
る
が
判
読
で
き

な
い
。
文
月
は
七
月
の
別
名
。

⃝

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）「
琴
平
神
社
社
頭
図
」（
写
真
23
）
縦
五
三
㎝
、

横
六
三
㎝
。

18．神影向図 16．男拝み図

17．女拝み図19．梵天来迎図
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墨
書
「
大
願
成
就
」「
二
十
九
才
男
」「
安
政

七
年
□
三
月
」

⃝

「
山
姥
・
金
太
郎
図
」（
写
真
24
）
縦
七
六
㎝
、

横
六
一
㎝
。
子
供
の
成
長
の
祈
願
絵
馬
。

　

墨
書「
奉
納
」「
願
主　

朝
田
氏
」額
部
分「
有

楽　

印
」
画
中

⃝

「
白
馬
図
」（
写
真
25
）
縦
二
八
㎝
、
横

四
〇
㎝
。
子
供
の
成
長
の
祈
願
絵
馬
。
腹
掛
け

に
琴
平
神
社
の
寺
紋
が
あ
る
。

　

墨
書
表
「
奉
献
」「
五
歳
男
子
」
裏
「
明
治

一
九
年
戌
六
月　

為
心
町
高
山
話
助　

長
男
平

次
郎
」

大
津
市
石
山
寺　

石
山
寺
（
い
し
や
ま
で
ら
）

　

西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
第
十
三
番
札
所
。

奈
良
時
代
後
期
、
聖
武
天
皇
の
発
願
、
良
弁
に

よ
り
開
基
。
寺
名
由
来
の
硅
灰
石
が
そ
び
え
、

国
宝
の
本
堂
・
多
宝
塔
を
は
じ
め
、
経
典
・
聖

教
類
、
仏
像
、
絵
巻
な
ど
多
く
の
国
宝
、
重
要

文
化
財
が
あ
る
。
近
江
八
景
の
う
ち
石
山
秋
月

の
場
所
。

　

絵
馬
は
本
堂
に
二
点
、
宝
蔵
に
十
数
点
あ
る
。

石
山
寺
に
は
調
査
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

22．常盤御前図と酒断ち祈願

20．賽子断ち図

21．酒断ち図

23．琴平神社社頭図
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二
期
に
分
け
て
収
蔵
場
所
か
ら
移
動
さ
せ
て
の
調
査
が
可
能
な

絵
馬
の
み
調
査
し
た
。
本
堂
の
絵
馬
以
外
は
、
収
蔵
さ
れ
た
ま

ま
で
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
絵
馬
の
画
題
は
つ
い
て
い
な
い
が

参
考
に
し
た
「
扁
額
規
範
」
等
の
画
題
や
、
よ
く
使
用
さ
れ
る

画
題
を
当
て
は
め
た
。（
写
真
26
）

⃝

元
文
四
年
（
一
七
三
九
）「
田
村
麿
退
治
夷
賊
之
図
」（
写
真

27
・
28
）
縦
一
一
九
㎝
、
横
一
四
六
㎝
。
構
図
は
清
水
寺
（
京

都
市
東
山
区
清
水
）
の
海
北
友
雪
画
の
田
村
麿
退
治
夷
賊
之
図

（
横
六
間
、
縦
二
間
と
あ
る
）
の
写
し
で
あ
る
。
海
北
友
雪
の

絵
馬
に
比
べ
か
な
り
小
さ
め
で
あ
る
た
め
、
元
々
の
絵
の
中
央

部
陸
上
の
混
乱
す
る
夷
賊
を
省
き
、
田
村
麿
と
海
上
の
夷
賊
だ

け
を
描
い
て
い
る
。
双
方
の
軍
勢
は
小
ぶ
り
で
大
い
く
さ
の
感

は
な
い
。
右
岩
上
に
、
敵
の
矢
を
防
ぐ
地
蔵
菩
薩
と
敵
に
矢
を

射
る
毘
沙
門
天
等
、
右
中
央
に
軍
配
を
打
ち
振
る
田
村
麿
が
描

か
れ
て
い
る
。
田
村
麿
が
信
心
し
て
い
た
観
世
音
は
海
北
友
雪

の
絵
馬
に
は
登
場
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
田
村
麿
の
頭
上
に
描

か
れ
て
い
る
。夷
賊
は
鬼
の
姿
に
変
え
て
描
か
れ
、彼
ら
が
乗
っ

て
き
た
船
も
得
体
の
知
れ
な
い
乗
り
物
に
変
わ
っ
て
い
る
。
田

村
麿
の
夷
賊
退
治
説
話
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
解
釈
し
誇
張
も

い
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
絵
師
吉
川
伯
定
は
確
認
で
き
な
い
。

　

墨
書
「
奉
懸　

御
寶
前
」「
元
文
四
歳
未
九
月
吉
日
」「
吉
川

伯
定　

印
」「
願
主　

梅
鉢
屋
重
兵
衛　

梅
鉢
屋
庄
兵
衛　

同

熊
之
助　

絵
馬
屋
嘉
兵
衛
」

24．山姥・金太郎図

25．白馬図

27．田村麿退治夷賊之図

28．田村麿退治夷賊之図部分の地蔵菩薩
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⃝
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）「
巴
御
前
図
」（
写
真
29
・
30
）
縦
八
四
㎝
、

横
一
〇
四
㎝
。
典
型
的
な
巴
御
前
の
図
柄
で
木
曽
義
仲
に
従
軍
し
、
関

寺
の
合
戦
で
内
田
三
郎
家
義
の
首
を
か
く
場
面
で
あ
る
。
木
曽
義
仲
の

妾
で
平
家
物
語
や
源
平
盛
衰
記
な
ど
に
そ
の
詳
細
が
記
さ
れ
、
様
々
な

説
話
が
残
る
巴
御
前
は
女
武
者
と
し
て
特
に
人
気
が
あ
っ
た
。
福
岡
県

新
宮
町
磯
崎
神
社
に
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
奉
納
の
ほ
ぼ
同
形
同
図

同
寸
大
の
巴
御
前
図
が
あ
る
。
山
形
県
寒
河
江
市
寒
河
江
八
幡
宮
に
も

享
保
三
年（
一
七
一
八
）奉
納
の
同
図
の
も
の
が
あ
る
。「
厳
島
絵
馬
鑑
」

に
は
日
州（
宮
崎
県
）飫
肥
領
崎
多
右
衛
門
が
寛
延
四
年（
一
七
五
一
）

に
奉
納
し
た
御
前
図
絵
馬
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も

同
図
で
あ
る
。
巴
御
前
図
は
粉
本
が
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
厳

島
神
社
の
巴
御
前
図
は
石
山
寺
の
巴
御
前
図
と
同
じ
日
州
飫
肥
か
ら
の

奉
納
で
あ
り
、
わ
ず
か
八
年
し
か
奉
納
時
期
が
異
な
ら
な
い
こ
と
か
ら

な
に
か
し
ら
関
連
が
あ
る
と
思
え
る
。
石
山
寺
巴
御
前
図
絵
馬
は
金
箔

地
に
大
き
く
両
騎
馬
武
者
が
描
か
れ
躍
動
感
が
あ
り
武
者
、
馬
、
甲
冑

に
わ
た
り
力
強
い
詳
細
な
表
現
で
あ
る
。
巴
御
前
の
顔
部
分
が
剥
落
し

て
下
絵
の
線
し
か
見
え
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

　

墨
書
「
奉
掛
御
寶
前
」「
寛
保
三
癸
亥
年
五
月
吉
日
」「
日
州
飫
肥
之

住　

山
田
武
昭
女
」

⃝

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
」（
写
真
31
・
32
）

「
佐
々
木
四
郎
高
綱
（
左
）」
と
「
梶
原
源
太
景
季
（
右
）」
の
対
。
縦

八
五
㎝
、横
一
〇
九
㎝
。
両
絵
馬
は
同
寸
。
こ
の
画
題
も「
平
家
物
語
」

「
源
平
盛
衰
記
」
に
記
さ
れ
有
名
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
武
者
絵
馬
の
画

26．石山寺宝蔵にて調査撮影風景 30．巴御前図部分

29．巴御前図
33．曳馬図
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題
と
し
て
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
木
曽
義
仲
軍
と
源

義
経
が
宇
治
川
を
挟
ん
で
争
い
、
義
経
軍
の
先
陣
争
い
を
し
た
二
人

の
武
者
が
佐
々
木
高
綱
と
梶
原
景
季
で
あ
る
。
絵
馬
は
互
い
に
策
を

め
ぐ
ら
せ
、
ま
さ
に
先
陣
を
競
お
う
と
し
て
い
る
様
子
を
二
枚
に
描

き
分
け
て
い
る
。
左
側
の
絵
馬
佐
々
木
高
綱
は
振
り
返
り
梶
原
景
季

に
向
か
っ
て
「
腹
帯
の
ゆ
る
み
が
あ
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
馬
は
白

馬
の
「
い
け
ず
き
」。
鎧
に
は
四
つ
目
結
の
家
紋
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
で
佐
々
木
高
綱
に
間
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
側
の
絵
馬
梶

原
景
季
は
弓
の
弦
を
口
に
く
わ
え
て
腹
帯
を
締
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

鎧
の
家
紋
が
並
び
矢
で
馬
は
黒
馬
「
す
る
す
み
」
で
あ
る
。「
源
平

盛
衰
記
」
の
話
を
忠
実
に
表
し
、
非
常
に
丁
寧
で
臨
場
感
の
あ
る
絵

に
な
っ
て
い
る
。
絵
師
「
藤
原
守
業
」
は
「
作
之
鞍
鎧
目
利
伝
書
」

の
著
者
と
し
て
名
が
挙
が
る
が
詳
細
は
不
明
。
奉
納
者
の
「
三
井
高

彌
（
み
つ
い
た
か
ひ
さ
）」
は
三
井
新
町
家
第
三
代
目
当
主
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
が
詳
細
は
未
調
査
で
あ
る
。
絵
馬
の
板
、
額
と
も

に
非
常
に
丁
寧
な
つ
く
り
で
傷
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
絵
の
保
存
状

態
も
非
常
に
良
い
。「
平
家
物
語
」
の
先
陣
争
い
に
つ
い
て
は
紀
要

第
５
号
解
説
の
項
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

墨
書
「
取
次　

松
中
坊
」「
法
橋
探
川
藤
原
守
業
画　

印
」「
宝
暦

十
庚
辰
歳
三
月
吉
日
」「
三
井
高
彌
」

両
絵
馬
と
も
右
左
の
書
き
順
が
違
う
が
同
じ
内
容
の
墨
書
で
あ
る
。

⃝

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）「
曳
馬
図
（
元
禄
）」（
写
真
33
）
縦

一
二
一
㎝
、
横
一
八
一
㎝
。
非
常
に
状
態
が
悪
く
、
全
体
に
絵
の
具

34．曳馬図（本堂の衝立）

32．宇治川の先陣争い・梶原源太景季

35．曳馬図唐鞍部分

31．宇治川の先陣争い・佐々木四郎高綱
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の
浮
き
が
見
ら
れ
る
。
大
き
な
絵
馬
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
蔵
場
所
か
ら

動
か
す
だ
け
で
一
挙
に
剥
落
が
進
む
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
金
箔
地
に
太

め
の
力
の
あ
る
墨
線
で
馬
と
舎
人
を
描
い
て
い
る
。
馬
の
表
現
は
躍
動
感

に
あ
ふ
れ
、
舎
人
の
表
現
も
良
い
。

　

墨
書
「
奉
掛
御
寶
前
」「
元
禄
十
丁
丑
年
七
月
吉
日
」「
願
主
敬
白
」

⃝

「
曳
馬
図
」（
写
真
34
・
35
）
縦
中
央
一
二
九
㎝
、
横
一
五
九
㎝
。
家

型
絵
馬
。
現
在
は
本
堂
内
の
衝
立
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
曳
馬
を
後
方

か
ら
描
く
珍
し
い
構
図
で
あ
る
。
馬
の
頭
部
な
ど
剥
落
が
ひ
ど
く
細
部
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
流
れ
る
よ
う
な
墨
線
が
見
て
取
れ
る
。
馬
の
躍
動
感

や
馬
を
押
さ
え
よ
う
と
す
る
舎
人
の
力
の
入
っ
た
動
き
を
良
く
表
現
し
て

い
る
。
左
の
舎
人
は
顔
部
分
が
良
く
残
っ
て
い
る
。
絵
の
な
か
で
比
較
的

状
態
の
良
い
唐
鞍
は
、
金
泥
の
盛
り
上
げ
文
様
や
緑
青
地
に
描
か
れ
た
文

様
は
精
緻
で
美
し
い
。
桐
板
を
八
枚
合
わ
せ
て
い
る
が
、
継
ぎ
目
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
丁
寧
な
つ
く
り
で
あ
る
。
奉
納
年
は
不
明
だ
が
江
戸
前
期
ま

で
遡
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

墨
書
「
石
場
政
隠
筆　

印
」

⃝

寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）「
繋
馬
図
」（
写
真
36
）
縦
一
〇
〇
㎝
、
横

一
三
二
㎝
。
額
下
部
は
損
失
。
大
津
市
指
定
文
化
財
。
い
さ
さ
か
足
先
の

描
き
方
に
不
安
定
さ
が
あ
る
。
馬
の
動
き
が
少
な
い
も
の
の
堂
々
と
し
た

白
馬
で
あ
る
。
高
月
観
音
堂
に
寛
永
十
七
年
奉
納
の
繋
馬
も
静
か
な
表
現

で
頭
の
向
き
が
違
う
が
よ
く
似
て
い
る
。
頭
部
や
た
て
が
み
の
表
現
に
江

戸
初
期
の
繋
馬
図
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
左
半
分
に
落
書
き
の
よ
う
な

墨
線
が
残
る
。
裏
面
に
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
上
総
か
ら
の
西
国
巡
礼

参
詣
者
の
走
り
書
き
が
あ
る
。「
こ
の
絵
を
見
た
」
と
書
き
記
し
て
い
る

の
で
、
万
治
頃
に
は
寺
内
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

墨
書
「
奉
掛
御
寶
前
」「
寛
永
十
二
乙
亥
捻
」「
五
月
吉
日
」「
勢
州
度

会
住　

□
□
」　

裏
「
万
治
二
年
亥
ノ
七
月
十
二
日
」「
上
総
国
折
戸
村　

鈴
木
長
八
郎　

同
木
戸
村
六
人　

同
道
十
人　

西
國
一
見
之
時
分
書
を
き

申
し
候
」

⃝

寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）「
繋
馬
図
」（
写
真
37
・
38
）
縦
中
央

一
四
一
㎝
、
横
一
七
六
㎝
。
家
型
絵
馬
。
現
在
は
本
堂
内
に
衝
立
に
仕
立

て
ら
れ
て
い
る
。
繋
馬
の
多
く
は
繋
が
れ
る
こ
と
を
嫌
う
よ
う
な
、
躍
動

的
な
表
現
が
多
い
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
足
を
跳
ね
上
げ
綱
を
引
き
ち
ぎ

36．繋馬図

37．繋馬図（本堂の衝立）
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ろ
う
と
大
き
く
首
を
ひ
ね
り
地
に
頭
を
擦
り
つ
け
る
よ
う
な
構
図
は
珍

し
い
。
金
箔
地
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
金
箔
部
分
は
漆
の
下
地
で
珍
し

い
。
額
縁
と
の
境
目
の
漆
の
様
子
か
ら
画
面
と
額
縁
を
合
わ
せ
て
作
成

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
の
毛
並
み
に
は
墨
線
に
金
泥
で
細
線
が
書

き
加
え
ら
れ
、
仏
画
あ
る
い
は
仏
像
を
連
想
さ
せ
、
工
芸
的
な
一
面
が

見
受
け
ら
れ
る
。
絵
師
立
齋
は
不
明
。

　

墨
書
「
奉
□
」「
寄
進
」「
寛
永
十
八
歳　

月
吉
日
」「
立
齋
」

⃝

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）「
群
馬
図
」（
写
真
39
）
縦
一
〇
一
㎝
、
横

一
九
〇
㎝
。
様
々
な
毛
色
の
馬
が
十
二
頭
、
牧
で
群
れ
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
白
く
残
る
部
分
は
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
。

馬
の
表
現
は
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
上
手
い
と
は
言
え
な
い
。
画
面
構
成
も

不
思
議
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

　

墨
書
「
奉
掛
御
寶
前
」「
享
保
五
庚
子
歳
□
月
吉
日
」

⃝

「
朝
比
奈
門
破
り
図
」（
写
真
40
）
縦
一
四
五
㎝
、
横
一
七
八
㎝
。

額
な
し
。
ほ
と
ん
ど
の
絵
の
具
が
剥
落
し
て
下
地
の
墨
線
だ
け
が
残
る
。

画
面
か
ら
は
み
出
る
ほ
ど
大
胆
に
描
か
れ
、
表
情
も
豊
か
で
あ
る
。
江

戸
前
期
鳥
居
派
の
浮
世
絵
を
連
想
さ
せ
る
。
朝
比
奈
三
郎
義
秀
は
、
和

田
義
盛
の
三
男
で
強
者
と
し
て
数
々
の
伝
説
が
あ
り
、
歌
舞
伎
の
演
目

や
浮
世
絵
に
描
か
れ
庶
民
に
人
気
の
武
将
で
あ
っ
た
。
中
で
も
鎌
倉
御

所
の
総
門
を
押
し
開
け
た
朝
比
奈
門
破
り
の
話
は
多
く
の
絵
に
表
さ
れ

た
。
門
破
り
に
つ
い
て
は
紀
要
第
５
号
で
詳
細
に
解
説
し
て
い
る〔
註
２
〕。

⃝

天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）「
弁
慶
・
牛
若
丸
図
」（
写
真
41
）
縦

一
二
四
㎝
、
横
一
九
〇
㎝
。
弁
慶
の
七
つ
道
具
を
し
っ
か
り
描
く
た
め

40．朝比奈門破り図

38． 繋馬図尻尾部分金泥線描き

39．群馬図

41．弁慶・牛若丸図
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最
後
に
、
今
回
報
告
し
た
絵
馬
に
関
わ
っ
て
様
々
な
方
々
の
ご
協
力
、

ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
銅
鐸
博
物
館
（
野
洲
市
歴
史
民
俗
博
物
館
）
学

芸
員
行
俊
勉
氏
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
学
芸
員
中
川
敦
之
氏
、
長
命
寺

住
職
武
内
隆
韶
氏
、
同
寺
武
内
健
斗
氏
、
石
山
寺
管
理
部
遠
江
隆
行
氏
お

よ
び
関
係
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

�

物
語
解
説

田
村
麿
退
治
夷
賊
之
図
（
た
む
ら
ま
ろ
い
ぞ
く
た
い
じ
の
ず
）
扁
額
規
範
（
へ
ん
が
く

き
は
ん
）
文
中
よ
り
抜
粋

　

同
十
四
年
（
延
暦
）
東
奥
の
残
賊
高
麿
并
に
悪
路
王
の
二
人
起
て
達
谷
が
窟
に
達
篭
り
、

辺
境
を
侵
し
猛
威
を
震
ふ
こ
と
先
賊
倍
し
、
大
に
勢
ひ
を
張
っ
て
既
に
勢
州
ま
で
責
上

る
よ
し
、
国
々
よ
り
の
奏
頻
な
り
。
誌
書
に
は
延
暦
二
十
年
高
麿
、
悪
路
王
達
谷
が
窟

よ
り
起
り
、
駿
河
国
清
見
の
関
ま
で
責
上
る
と
云
う
。
清
水
寺
縁
起
に
は
延
暦
十
四
年

蝦
夷
賊
起
り
勢
州
ま
で
責
上
る
と
記
せ
り
。
帝
都
に
は
諸
卿
こ
と
に
驚
有
て
、
田
村
麿

を
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
、
莭
刀
を
賜
ふ
て
凶
徒
退
治
の
宣
旨
あ
り
。
田
村
麿
勅
を
奉
り
、

日
頃
清
水
寺
の
観
世
音
を
深
く
信
じ
た
れ
ば
、
当
寺
に
詣
で
怨
敵
悉
退
散
を
祈
念
す
。

延
鎮
和
尚
為
に
勝
軍
地
蔵
菩
薩
、
勝
敵
毘
沙
門
天
の
両
像
を
造
っ
て
征
敵
勝
軍
の
法
を

修
す
。
田
村
麿
は
官
軍
を
率
ひ
て
勢
州
に
発
向
す
。
夷
賊
勇
を
震
ひ
官
軍
を
防
ぐ
こ
と

龍
の
雲
中
を
走
り
虎
の
怪
風
を
起
こ
す
に
似
た
り
。
時
に
陣
中
よ
り
一
僧
一
男
現
じ
僧

は
敵
の
矢
を
防
ぎ
、
男
子
は
寶
箭
を
放
ち
賜
ふ
。
矢
雨
の
降
る
が
如
く
。
夷
賊
の
勢
ひ

忽
ち
に
隤
て
乱
れ
騒
ぐ
に
、
ま
た
大
風
起
て
敵
を
吹
倒
し
大
雷
頻
に
震
て
賊
中
に
堕
落

た
れ
ば
、
田
村
麿
孟
々
男
。
敵
を
粉
の
如
く
砕
き
た
れ
ば
夷
賊
怪
風
に
船
を
覆
し
官
軍

に
追
は
れ
七
烈
八
裁
に
敗
て
奥
州
に
引
退
く
。
田
村
麿
賊
を
逐
て
奥
に
下
り
賊
主
高
麿

は
射
斃
し
悪
路
王
を
生
捕
て
誅
拭
し
大
に
凱
旋
を
唱
え
て
帰
洛
あ
り
。

弁
慶
は
背
中
を
向
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
薙
刀
の
持
ち
手
が
変
わ
っ
て

左
利
き
に
な
っ
て
い
る
。
義
経
の
衣
の
紋
も
源
氏
の
笹
竜
胆
が
丁
寧
に
描

か
れ
、
草
双
紙
を
絵
馬
に
し
た
趣
が
あ
る
。
表
現
は
や
や
拙
い
が
、
要
所

に
金
箔
を
用
い
、
明
る
い
ベ
ロ
藍
の
よ
う
な
青
色
や
朱
を
多
用
し
て
色
彩

豊
か
に
仕
上
げ
て
い
る
。

　

墨
書
「
湖
東
石
部
驛　

内
貴
竹
應
画　

印
」「
天
保
十
二
年
辛
丑
初
夏
」

願
主
「
植
村
仁
左
衛
門
」
以
下
二
三
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
初
夏
は
四
月

の
別
名
。

三
、
お
わ
り
に �

　

今
回
で
「
近
江
の
絵
馬
」
現
況
調
査
報
告
が
最
後
に
な
る
が
、
調
査
時

期
の
関
係
か
ら
報
告
に
上
が
ら
な
い
絵
馬
が
あ
る
。
次
年
度
、
こ
の
調
査

全
体
を
あ
ら
た
め
て
「
近
江
の
絵
馬
」
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
を
し
て
い

る
の
で
、
そ
の
中
で
未
報
告
分
を
掲
載
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
、
調

査
全
体
で
取
り
扱
わ
な
か
っ
た
社
寺
お
よ
び
絵
馬
が
あ
る
。
高
島
市
マ
キ

ノ
町
海
津
天
神
社
の
狩
野
山
楽
筆
「
繋
馬
図
」、「
三
十
六
歌
仙
図
」
や
日

牟
礼
八
幡
宮
の
菱
川
孫
兵
衛
筆
「
安
南
渡
海
船
額
」
な
ど
文
化
財
で
あ
り
、

あ
ま
り
に
も
有
名
な
絵
馬
で
あ
る
。
滋
賀
県
内
の
絵
馬
の
状
況
調
査
を
優

先
し
、
保
存
管
理
、
研
究
が
進
ん
で
い
る
絵
馬
は
調
査
対
象
に
含
め
な�

か
っ
た
。
た
だ
そ
れ
ら
の
絵
馬
は
絵
馬
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
も

あ
り
、
ま
と
め
の
な
か
で
先
人
の
研
究
成
果
を
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
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源
平
盛
衰
記　

巻
第
三
十
五

高
綱
渡
宇
治
河
事
（
た
か
つ
な
う
じ
が
わ
を
わ
た
す
こ
と
）

　

平
等
院
の
小
嶋
﨑
よ
り
武
者
二
騎
蒐
出
た
り
。
梶
原
源
太
と
佐
々
木
四
郎
と
也
。
景

季
が
装
束
に
は
木
蘭
地
の
直
垂
に
黒
革
威
の
鎧
に
三
牧
甲
の
緒
を
し
め
、
滋
藤
の
弓
の

中
を
取
り
二
十
四
差
し
た
る
小
中
黒
の
矢
負
、
練
鐔
の
太
刀
佩
て
、
鎌
倉
殿
よ
り
給
り

た
る
磨
墨
と
云
名
馬
に
、
黒
塗
の
鞍
置
て
騎
た
り
。
高
綱
は
褐
衣
の
直
垂
に
小
桜
を
黄

に
返
た
る
鎧
に
、
鍬
形
打
た
る
甲
に
笛
籐
弓
の
真
中
取
。
二
十
四
差
た
る
石
打
の
征
矢

頭
高
に
負
、
嗔
物
造
の
太
刀
帯
て
、
是
も
鎌
倉
殿
よ
り
給
た
る
生
唼
（
い
け
ず
き
）
に
、

黄
覆
輪
の
鞍
置
て
ぞ
騎
た
り
け
る
。
誰
か
先
陣
と
見
処
に
、
源
太
颯
と
打
入
て
遥
に
先

立
け
り
。
高
綱
云
け
る
は
、
如
何
に
源
太
殿
、
御
辺
と
高
綱
と
外
人
に
な
け
れ
ば
角
申
。

殿
の
馬
の
腹
帯
は
以
外
に
窕
て
見
物
。
此
川
は
大
事
の
渡
也
。
河
中
に
て
鞍
踏
返
し
て

敵
に
笑
は
れ
給
な
と
云
け
れ
ば
、
左
も
有
ら
ん
と
思
て
馬
を
留
、
鐙
踏
張
立
挙
、
弓
の

弦
を
口
に
噉
、
腹
帯
を
解
て
引
詰
々
々
し
め
け
る
間
に
、
高
綱
さ
っ
と
打
渡
し
め
二
段

計
先
立
た
り
。
源
太
た
ば
か
ら
れ
け
り
と
不
安
思
て
、
是
も
打
浸
し
め
渡
し
け
る
が
、

馬
の
足
綱
に
懸
て
思
様
に
も
不
被
渡
。
高
綱
は
究
竟
の
逸
物
に
乗
た
れ
ば
、
宇
治
河
は

や
し
と
い
へ
共
、
淵
瀬
を
不
云
さ
ゞ
め
か
し
て
金
に
渡
し
、
向
の
岸
近
く
成
て
、
高
綱

が
馬
綱
に
懸
て
足
を
さ
と
歩
除
け
れ
ば
、
自
元
期
す
る
事
な
れ
ば
、
太
刀
を
抜
、
大
綱

小
綱
三
筋
さ
と
切
流
し
、
向
の
岸
へ
打
上
り
、
鐙
踏
張
弓
杖
突
て
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
、

宇
治
河
の
先
陣
渡
た
り
や
と
名
乗
も
果
ぬ
に
、
梶
原
源
太
も
流
渡
に
上
り
に
け
り
。

巴
関
東
下
向
事
（
と
も
え
か
ん
と
う
に
げ
こ
う
の
こ
と
）

　

角
問
は
木
曾
殿
の
乳
母
子
に
、
中
三
権
頭
兼
遠
が
娘
に
巴
と
云
女
也
。
主
の
遺
の
惜

け
れ
ば
、
向
後
を
見
ん
と
て
御
伴
に
侍
る
と
云
。
鎌
倉
殿
の
仰
を
蒙
、
勢
多
手
の
先
陣

に
進
る
は
、
遠
江
国
住
人
内
田
三
郎
家
吉
と
名
乗
進
け
り
。
巴
は
、
一
陣
に
進
む
は
剛
者
、

大
将
軍
に
非
ず
と
も
、
物
具
毛
の
面
白
き
に
、
押
並
て
組
し
や
首
ね
ち
切
て
軍
神
に
祭

ら
ん
と
思
け
る
こ
そ
遅
か
り
け
れ
。
手
綱
か
い
く
り
歩
せ
出
す
。
去
共
内
田
が
弓
を
引

ざ
れ
ば
、
女
も
矢
を
ば
不
射
け
り
。
互
に
情
を
立
た
れ
ば
、
内
田
太
刀
を
抜
。
さ
れ
ば

女
も
太
刀
に
手
を
懸
ず
。
主
は
急
た
り
馬
は
早
り
た
り
。
巴
、
内
田
、
馬
の
頭
を
押
並
、

鐙
と
鎧
蹴
合
す
る
か
と
す
る
程
に
、
寄
合
互
に
音
を
揚
、
鎧
の
袖
を
引
違
た
り
。
や
を

う
と
ぞ
組
た
り
け
る
。
聞
る
沛
艾
の
名
馬
な
れ
共
、
大
力
が
組
合
た
れ
ば
、
二
匹
の
馬

は
中
に
留
て
働
か
ず
。
内
田
勝
負
を
人
に
見
せ
ん
と
思
け
る
に
や
、弓
矢
を
後
へ
指
廻
し
、

女
が
黒
髪
三
匝
に
か
ら
ま
へ
て
、
腰
刀
を
抜
出
し
、
中
に
て
首
を
か
ゝ
ん
と
す
。
女
是

を
見
て
、
汝
は
内
田
三
郎
左
衛
門
と
こ
そ
名
乗
つ
れ
、
正
な
き
今
の
振
舞
哉
内
田
に
は

あ
ら
ず
。
其
手
の
郎
等
か
と
問
け
れ
ば
、
内
田
我
身
こ
そ
大
将
よ
、
郎
等
に
は
非
ず
、

行
跡
何
に
と
申
せ
ば
、
女
答
て
云
。
女
に
組
程
の
男
が
、
中
に
て
刀
を
抜
、
目
に
見
す

る
様
や
は
有
べ
き
。
軍
は
敵
に
依
て
振
舞
べ
し
。
故
実
も
知
ぬ
内
田
哉
と
て
、拳
を
握
り
、

刀
を
持
た
る
臂
の
か
ゝ
り
を
し
た
た
か
に
打
。
余
に
強
く
被
打
て
把
る
刀
を
被
打
落
、

や
を
れ
家
吉
よ
、
日
本
一
と
聞
た
る
木
曾
の
山
里
に
住
た
る
者
也
。
我
を
軍
の
師
と
憑

め
と
て
、
弓
手
の
肘
を
指
出
し
、
甲
の
真
顔
取
詰
て
、
鞍
の
前
輪
に
攻
付
つ
ゝ
、
内
甲

に
手
を
入
て
、
七
寸
五
分
の
腰
刀
を
抜
出
し
、
引
あ
ふ
の
け
て
首
を
掻
。
刀
も
究
竟
の

刀
也
。
水
を
掻
よ
り
も
尚
安
し
。
馬
に
乗
直
り
、
一
障
泥
あ
ふ
り
た
れ
ば
、
身
質
は
下

へ
落
に
け
る
。
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